










































































残念ながら 1923 ～ 1925 年度、1927 年 3 月、1931 年度、1961 ～ 1968 年度の『学校日誌』は所
在不明である。しかしそれ以外の、現在残されている最も古い『学校日誌』の記事である 1885 年
7 月 1 日水曜日以後、特記事項のない日でも日曜休日であっても、一部の例外をのぞきすべての日
付が刻印されている。数少ない例外をあげておこう。「十八日より廿四日まて一週間前に記載すへ









〇〇　警戒警報発令　午前九・二〇　空襲警報発令」（1945 年 4 月 7 日）に見舞われ、年度始期の
華やかさが奪われた当時の様子がわかる。「天長節拝賀式挙行」直後も容赦なく警報は鳴り響く。「警
戒警報の発令　十時三分　仝解除　十時四十一分　仝発令　十二時五十四分　仝解除　仝発令　









最も古い時期にあたる 1885 年 7 月から 1906 年、その後一時を除きほぼ大正期に相当する二つの
時期は、記入用紙に縦書きの罫紙が用いられた。このころは、日付・曜日・天候のみの記述にとど







































1912 〜 26 罫紙





























































































































表２　平均文字数と標準偏差と変動係数（1885 ～ 1910 年度）
　 1885 *1 1890 1895 1900 1905 *2 1910
平均 50.2 44.4 42.7 32.8 54.4 27.4 
標準偏差 55.637 95.705 53.299 55.432 117.310 37.969 
変動係数 1.108 2.155 1.248 1.692 2.158 1.386











トは 1日に 1ページを割り振ったために罫紙を用いていた頃と比べ 1年度の分厚さを増し、全体に




り（1907 年 3 月 26 日高等科卒業式記述の後）、1909 年 12 月










年 5 月 1 日の例）。出勤状況の記述を例にみてみよう。
〈見出しなし〉
△某病気傭補助員某実母篤疾補助員某亡親正当の祭日につき并に欠
席（1885 年 8 月 1 日）
〈見出しあり〉




年 4 月 18 日）













表３　『学校日誌』に記述された見出しの変化（1890 ～ 1905 年度）
　 1890 1895 1900 1905
①行事 62（14.2％） 42（8.8％） 70（18.1％） 104（28.3％）
②各種校務 141（32.2％） 93（19.4％） 134（34.6％） 114（31.1％）
③渉外 17（3.9％） 48（10.0％） 43（11.1％） 98（26.7％）
④欠勤遅刻早退 144（32.9％） 120（25.0％） 112（28.9％） 35（9.5％）
⑤公文書 64（14.6％） 173（36.0％） 25（6.5％） 6（1.6％）
⑥その他・不明 10（2.3％） 4（0.8％） 3（0.8％） 10（2.7％）























































































の例も少ない。「ちょつと思ふがままにここに書きつヽ」（1905 年 10 月 22 日：秋季運動会の日）の
ようなおおらかな日記風の叙述はもう見られない。フォーマット自体１日分のスペースが限られて































散分析を実施した。その結果、Levene による等分散性の検定において p<0.05 であったため Games-Howell
による多重比較をおこなったところ、1900 年度を除きすべてにおいて有意な差があることを確認した。











14）ただし 1949 ～ 50 年度は例外的に見開き 2日分のスペースがあてられている。
15）例えば筆者はある小学校の戦後『学校日誌』の解読を５年きざみで試みてみたが、その記述内容は高度にルー
ティン的で、管見では学校文化の大きな変化の局面を把握することができなかった。ただ、これは戦後『学
校日誌』に史料的価値が少ないというわけでなく、一見単調な記述の中にも有効な分析観点を設定し変化を
追う可能性は大いに残されているだろうし、また過去や未来の記述様式との相違を比較するという研究的展
望も考えられる。
